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背景 
  

現在、店舗内の盗難を防止するために、多く

の店舗で防犯カメラが導入されている。図 1 は、

「防犯カメラの設置運用状況に関する調査結果

報告書」による札幌市全域で業態別防犯カメラ

設置の割合について調査したものである。この

図において、卸売・小売業、飲食店で防犯カメ

ラを設置すべきだとする割合は一番多く、

48.0％の割合になっている。この情報から販売

事業を行うコンビニやスーパー等の場所では防

犯カメラの利用必要性がわかる。 

 
図 1. 札幌市全域で業態別防犯カメラ設置の割合 

札幌市だけでなく、日本全域で防犯カメラを

設置してない店舗がほとんどない。しかし、店

舗内の盗難事件が必ずしも減っていくとは限ら

ない。その原因としては、防犯カメラが被写体

を容疑者として特定することが困難だという点

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

本研究ではコンビニエンスストアなどの店舗内

の盗難の監視システムを提案する。 

 

理論 
  

従来のモーションキャプチャー技術はテレビ

や映画、ゲーム等の映像制作分野で利用されて

いる。しかし、防犯領域では指紋認証や顔認証

のような手段がどんどん流行っていく一方で、

モーションキャプチャーが利用される場合が少

ない。その原因として、既存のモーションキャ

プチャー計測機器が多数マーカーを身につける

ことが必要になる、また、高精度機器である以

上、高価なものとなり、持ち運びも便利でなく、

計測の場所にも制限があることが考えられる。 

 2010 年に Microsoft が家庭用ゲーム機

XBOX360 のコントローラ Kinect を発売した。こ

れを用いることでモーションキャプチャー技術

を防犯領域での利用が可能になる。従来の装置

と異なり、対象人物は何も持つ必要がなく、適

切な距離で簡単に行動が三次元認識される可能

となる。また、Kinect はこれ以前の装置と比べ

安価なものなので、普及しつつある。 

 本研究は、店内で防犯カメラと Kinect の連携

することで、盗難容疑者を識別することを目指

す。まず、防犯カメラは容疑者の犯行を録画し、

容疑者を特定する。次に、玄関で設置される

Kinect が人体認識技術を用いて容疑者の歩き方

と振る舞いを記録し、照合することで効率よく

容疑者を捕まえることができると考える(図 2)。 

また、各店舗のシステム間もネットでデータ交

換を行うことで、容疑者のデータを共有するこ

とができる。 
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図 2.防犯システム作動の概念図 

 
図 3.システム中の既存データの概念図 

(“Kinect for windows” 

http://www.microsoft.com/en-us/kinectforwindows/) 

 

実験 
 

本実験では、防犯カメラが容疑者の犯行を撮

った上で、Kinect を用いて容疑者の三次元骨格

データを測定することである。その目的として

は、二人の三次元骨格データを介して、容疑者

と一般人のそれぞれの身分をはっきり区別する

わけである。それで、二人の被験者(A さん、B

さん)を抽選し、実際コンビニの様子を模倣し、

Kinect を用いて歩行者の歩き方とか振る舞いを

対象者の正面から画像を撮る。仮に A さんが容

疑者を想定して、二人の三次元骨格データを取

得した。その結果として二人のデータを分析し、

A さん（容疑者）と B さん（一般人）歩く際のし

ぐさとかを明らかにしたうえ、それぞれの身分

を判別することができる。 

 

実験環境 

 

OS 

Microsoft Windows 7 

Enterprise 64bit 

 

CPU 

Intel Core 2 Duo 

Processor 

E7200/2.53GHz 

 

メモリ 

 

4GB 

 

 

ソフトウェア 

Microsoft Visual C++ 

2010 

 

Kinect for windows 

SDK v1.6 

 

おわりに 
 

Kinect を用いて A さんと B さんの歩き方や振

る舞いを撮影しながら、二人の骨格データを取

得した。従来の防犯カメラは肉眼で判断するこ

とで、服装とアクセサリーなどに影響されやす

く、細かい部分もはっきり判別できないという

欠点がある。今回は Kinect を使用して、既存防

犯カメラと異なり、データ上で誤差を縮めて、

簡単に A さんと B さんを判別できるようになる。

それに、防犯上で容疑者の判明することが可能

である。 
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